
国
絵
図
の
鉱
山
情
報

近
年
、

近

世

史

研

究

の

中

で

長

足

遂
げ
て
い
る
こ
と
に
異
論
を
悲
し
挟
む
人
は
い
な
い
で
為
ろ
う
。

保
し
て
い
る
ず
宵
森
県
史
い
綱
纂
聯
業
に
お
い
て
も
、
当
該
地
域

~
研
究
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
、
「
青
森
莱
史
」
資
料

〈
資
姦
察
、
二
0
0
0
年
〉
に
、
正
保
二
年
(
一
六
思
五
)
「
罷
輿

一
之
絵
信
」
(
青
森
県
立
郷
土
館
蔵
)
と
間
四
年
「
車
部
領
内
総
詮

(
藤
縄
市
中
央
公
民
舘
載
)
を
付
国
と
し
て
添
付
し
た
。
搭
著
「
弘
前

藩
」
(
「
日
本
一
投
史
叢
書
」
六
三
)
で
も
、
両
図
を
大
い
に
活
用
し
た
こ
と
は

一
一
一
日
う
ま
で
も
な
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
右
の
湾
留
の
ほ
か
に
、
秋
田
県
公
文
書
館
に
は
正
様
四

年
「
出
羽
一
一
題
御
絵
密
」
が
架
議
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
一
一
一
つ
の

合
わ
せ
る
と
、
正
探
惑
の
北
東
北
地
方
を
総
体
的
に
把
握
す
る

に

な

る

。

幕

府

は

、

と

め

て

、

し
て
お
り
、
こ

3ν 

ゆ
〕
ふ
品
、

て
い
て
、
近

に
は
適
し
て
い
る
も
の
の
、
十
七
世
紀
中
葉

長

谷

川

成

の
領
内
状
況
を
観
察
す
る
に
辻
、
や
は
り
各
国
絵
図
を
参
照
す
る
し
か
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
間
絵
民
に
克
え
る
北
東
北
の
鉱
山
情
報
、
な
か
で
も
淳

軽
領
の
そ
れ
に
つ
い
て
、
被
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

幕
府
が
各
大
名
へ
命
じ
た
正
保
留
の
調
製
マ
ニ
ュ
ア
ル
(
近
藤
正
斎
「
好

書
故
事
』
巻
第
二
八
な
ど
)
に
は
、
領
内
鉱
山
の
所
在
と
金
銀
の
産
出
状
況

を
絵
図
の
中
に
描
出
せ
よ
と
の
文
一
一
一
一
口
は
誌
め
ら
れ
な
い
。
管
見
の
範
囲
で
は
、

積
内
の
鉱
山
に
関
す
る
情
報
を
搭
き
込
ん
で
い
る
の
は
、
右
の
一
一
…
つ
の
国
絵

図
と
「
石
見
国
絵
図
」
〈
大
森
鎮
出
を
議
く
)
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
例
外
的

な
存
在
の
よ
う
で
あ
る
〈
川
村
博
患
っ
克
和
年
間
作
成
の
石
見
回
総
闘
に
つ
い

て
」
吋
歴
史
地
理
品
九
問
、
九
九
九
年
コ
大
森
銀
山
は
、
幕
耐

出

で

あ

る

か

ら

、

こ

と

は

為

り

得

る

と

し

て

、

の
巨
大
鉱
山

で

も

な

理

由

は

、

い

か

な

る

と

こ

ろ

に

求

め

ち
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
辻
残
念
な
が
ら
、
現
在
、
明
確
に

で
き
る
材
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

さ
て
、
津
軽
・
南
部
・
秋
毘
各
鎮
の
正
保
菌
に
記
載
さ
れ
た
鉱
山
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。
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虹
自
ハ
金
山

ら
い
か
わ

O
津
軽
領
銀
山
(
入
良
川
州
銀
出
)
、

し

ら

ね

さ

い

と

う

。
南
部
領
自
根
金
山
、
西
道
金
山

辻

ち

も

り

あ

に

。
秋
田
鎖
銀
山
町
(
入
森
銀
山
)
、
銀
出
〈
関
仁
銀
出
〉
、
鉛
山
〈
土
倉
鉛

び
な
い
ぬ
ま
や
ま

山
)
、
銀
山
、
悲
沢
金
山
、
比
内
沼
出
金
揖
場
(
比
内
詔

山

金

山

)

、

金

、

銀

出

町

(

龍

内

銀

山

〉

な

ど

右

の

中

で

も

、

て

い

る

点

で

、

他

天
諜
の
各

そ
こ
で
同
額
の
鉱
山
清
報
を
、
正
保
、

図
の
段
階
を
追
っ
て
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

正
銀
図
に
見
え
る
入
泉
川
銀
山
は
、
青
森
県
西
津
軽
郡
山
一

秋
田
鎮
の
八
森
銀
山
に
韓
接
。
同
じ
く
河
原
沢
金
出
は
、
市

が
お
わ
に

村
、
虹
呂
ハ
〈
歳
出
は
、
南
禅
軽
郡
大
鰐
軒
に
所
在
。
現
在
い
ず
れ
も
諌
行
し
て

い
な
い
。
、
河
原
沢
金
山
に
は
、
「
近
年
金
出
不
申
候
」
、
虻
百
八
金
山
に
は
、

「
近
年
か
ね
出
不
申
侯
」
、
入
良
川
銀
出
に
は
、
「
近
年
者
金
出
不
申
候
」
と

の
…
肩
書
き
が
付
さ
れ
、
一
一
一
鉱
山
と
も
に
正
保
図
の
提
出
時
に
辻
、
産
金
銀
が

乏
し
い
む
ね
を
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
c

描
表
で
は
、
当
時
の
弘
前
議
に

お
け
る
領
間
貨
幣
の
発
行
・
流
通
状
況
か
ら
見
て
、
こ
の
情
報
は
信
用
し
が

た
い
と
叙
述
し
た
。
こ
の
後
、
弘
前
蕃
で
辻
寛
文
1
珪
京
期
に
か
け
て
、
領

ち

ぶ

さ

わ

お

っ

ぷ

内
鉱
山
の
見
立
て
と
開
発
に
精
力
を
慨
注
し
、
寒
沢
と
産
太
問
鉱
山
の
金
銭

輩
出
に
領
内
が
梯
き
返
る
こ
と
に
な
る
。
詳
し
く
辻
、
拙
稿
「
建
太
弘
前
i
i

近
世
津
軽
領
鉱
山
の
後
一
死
と
鉱
山
開
発
l
i
」
品
青
森
県
史
続
究
』
七
、

。
二
年
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

津
軽
領
の
元
禄
留
は
、
山
似

〈
貰
京
)
双
方
所
蔵
の

O 

な
い
。
秋
田
県
公
文
書
館
と
盛
両
市
中
央
公
民
館
に
は
、
一
冗
禄
十
芭
年
(

七
O

二
「
搾
軽
領
秋
田
鎮
縁
絵
国
」
「
津
軽
領
境
図
」
「
晶
体
軽
鎮
境
埠
軽

図
」
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
来
晃
で
為
る
た
め
元
禄
留
で
あ
る
の
か

ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
弘
前
市
立
図
書
館
議
円
津
軽
家
文
書
」
に
、

天
保
密
で
あ
る
「
陸
奥
国
津
軽
領
絵
図
」
が
数
点
確
認
さ
れ
、
加
え
て
間
立

き

ょ

え

ず

公
文
書
館
内
関
文
庫
で
も
清
絵
国
(
議
書
し
た
国
絵
図
)

を
写
真
版
で
毘
覧
で
き
る
こ
と
に
去
っ
た
の
で
、
次
の
加

と

天

保

図

に

つ

い

て

は

一

応

の

替

及

っ

た

。

天
保
六
年
士
六
三
五
〉
十
一
一
丹
、

関
を
写
し
た
切
絵
国
(
こ
の
場
合
は
、

写
し
た
も
の
を
指
す
)
が
各
蕃
の

一不す明
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右
の
指
示
か
ら
判
断
す
る
と
、

元
禄
関
を
確
認
で
き
な
い
現
状
で
は
、
掛
紙
が
付
さ
れ
た
国
絵
図

へ
提
出
さ
れ
た
元
襟
留
と
見
な
し
て
良
か
ろ
う
。
当
該
留
に
該
当
す

る
の
が
、
「
陸
奥
国
樟
軽
領
絵
留
」
(
弘
前
市
立
盟
書
舘
蔵
、
請
求
番
号
M
M

一

九
)
で
あ
る
。

右
聞
に
よ
る
と
、
入
良
山
銀
出
は
「
銀
山
入
長
川
恒
近
年
石
銀
出
不

申
繰
」
、
再
販
沢
は
「
金
山
河
原
沢
担
近
年
石
金
出
不
申
候
」
、
虹
畏
金

出
は
「
虹
畏
金
山
偲
近
年
ハ
金
出
不
申
骸
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

墨
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
冗
探
聞
に
そ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
た
か
ら
、

そ
の
ま
ま
訂
正
な
し
に
記
錯
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
違
軽
鍛
え
掠
留
で

は
、
正
保
留
と
関
様
の
鉱
山
情
報
が
絵
留
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
c

一
方
、
布
閣
に
は
、
河
原
沢
金
山
の
期
間
、
秋
田
頭
と
の
藩
境
付
近
に
、
朱



。
一
年
〉
に
よ

る
と
、
掛
紙
と
同
様
、
朱
童
図
辻
天
却
滞
留
で
新
た
に
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
。
元
禄
期
に
は
、
す
で
に
尾
太
鉱
山
の
開
発
が
な
さ
れ
、
湯
本
に
よ

る
読
道
の
水
没
に
よ
っ
て
鍋
鉛
の
生
産
が
衰
え
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
務

行
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
元
禄
図
に
は
描
か
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
天
ね
悼
の
段
轄
で
尾
太
銅
山
は
、
よ
う
や
く
新
た
な

数

点

あ

る

の

中

で

も

、

い

レ

ベ

ル

に

達

し

た

天

保

図

町

内

、

講

求

婚

サ

M
…

に

よ

る

と

、

尾

太

銅

山

は

朱

書

で

き

れ

、

入

良

川

銀

山

に

は

、

「

仰

げ

長

川
銀
山
近
年
銀
出
申
稜
」
、
碇
ヶ
関
付
近
の
「
湯
之
沢
高
山
」
に
は
、
「
湯
之

沢
山
銀
山
近
年
銀
出
申
候
」
と
の
来
書
が
見
え
る
。
内
関
文
産
の
靖
絵
図
で

位
、
尾
太
銅
山
と
入
良
開
銀
出
の
記
述
は
そ
の
ま
ま
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、

て
辻
、
一
切
の
記
述
が
認
め
ら
れ
な
い
。
講
詮
留
に
至

る
段
階
で
、
鉱
山
靖
報
の
取
議
選
択
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

天
保
聞
を
調
製
す
る
通
程
で
、
弘
前
藩
と
幕
晴
勘
定
方
と
の
簡
で
交
渉
が

行
わ
れ
た
こ
と
は
前
嵩
罵
鯖
論
文
に
詳
し
い
。
こ
れ
は
天
保
詔
に
授
ら
ず
、

宜
保
問
や
元
持
関
で
も
同
線
で
あ
り
、
天
保
期
に
至
っ
て
鉱
山
情
報
を
盟
絵

図
に
書
き
込
む
こ
と
が
幕
議
双
方
の
検
討
対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
、
興
味
深

い
問
題
で
あ
る
。
正
保
・
一
死
棒
期
に
あ
っ
て
も
、
新
た
に
開
発
さ
れ
た
枝
問

す
べ
き
鉱
山
が
各
領
に
存
在
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
閣
総
闘
に
ほ

と
ん
ど
描
か
れ
な
か
っ
た
事
実
が
あ
っ
た
。
一
方
で
馨
蕃
需
の
交
渉
を
経
て

天
楳
図
へ
の
鉱
山
嶺
報
の
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
は
何
だ

っ
た
の
か
、
き
ら
に
挨
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

は
せ
が
わ

せ
い
い
ち
・
自
本
近
世
史
)
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